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目 的 

最近の集合住宅では各居室の気密性能が飛躍的に高まってきている。また，所謂シックハウス症候群予防

のため必要な換気量（24時間換気量）を確保することが建築基準法で規定された。このような状況のもと

で，必要な換気量を確保するために換気扇の能力のみを向上させた場合，室内外の差圧が高くなり窓やド

アの開閉に支障をきたし，電力消費量が増すなどの副次的な問題を誘起する。したがって，各居室に設置

する換気口の性能を向上させることが経済効率的な観点から有効な対策と考えられる。住宅の換気口は，

屋外部，スリーブ，屋内部の３部品によって構成されている。一般に，屋内・屋外換気口部は，それぞれ

独立に性能が評価されているだけで，一体化された換気口としての機能性能は評価されていないのが実状

である。 

本研究では，換気効率の高い換気口の開発を目的として，実際の集合住宅の１居室の気密特性を再現した

換気実験装置を製作した。これに換気口を取り付けて換気量を測定することで換気口の性能を評価した。

性能評価にあたっては新たに相当開口面積なる指標を導入した。試験では市販の換気口に加えて，新たに

設計・試作した換気口を用いた。得られた知見を以下に述べる。 

 

結 論 

（１）実際の集合住宅の居室の気密性を確保した，実空間レベルの試験装置を開発した。 

（２）新たに設計・試作した換気口は，従来の換気口に比して，ほぼ同じ電力消費量の元で，最大67%近

い換気量の増加が期待できる。 
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